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Educational e宜ectivenessof students working as 
volunteers with children (II) 
現在社会は物質的に豊かになり、生活水準を向上さ 大学部の学生で、調査に同意が得られた者18名であ
せた。その一方で、少子化や核家族化、受験競争の過 る。
熱などの社会現象を起こした。これらの社会現象など 調査方法は、面接による聞き取り調査とした。質問
より、子どもの社会性が育ちにくいといった、様々な 内容は、大山家族の参加回数、参加動機、参加後の感
悪影響が生じているのではないかという指摘がある 想、子どもとの関係などであった。面接の記録から、
1) 。
さて、看護学術用語には「看護婦と患者の関係」に
学生はボランテイア体験の過程を通し、となのまうに発
達をしたかに視点を当て、教育効果を検討した。その
ついて、「看護婦と患者との聞の相互作用の過程であ 調査期間は10月 ~11月であった。
り、看護過程の成立基盤である」と記述z)されている。
このことは、看護職者を目指す学生は看護の対象とな
る人との関わりができ、さらに、関わった人と自分の
相互作用を理解できる技術を習得する必要ある。
しかし、講義だけでは看護の対象となる人の生活を
理解することは難しく、臨床実習においても、子ども
や高齢者と関わることができない学生が目立つように
なってきた。
このような社会状況の中にあって、現在の青少年の
人格形成などを目的としたボランティア体験学習が、
高校や大学などで取り組まれるようになってきてい
る。そして、本校においても平成12年度新入生を受け
入れる保健学科には、 1年次にボランテイア体験学習
がカリキュラムに組み込まれている。
そこで、ボランテイア体験が看護をめざす学生にと
って、どのような教育効果をもたらすかを明らかにす
ることを目的とし、大山家族(糖尿病の子どもを対象
としたサマーキャンプ)に参加した学生にボランテイ
ア体験についての聞き取り調査を行った。
対象および方法
対象は、平成11年8月の大山家族のサマーキャンプ
にボランテイアとして参加した鳥取大学医療技術短期
看護学科、$鳥取大学医学部附属脳幹性疾患研究施設
結 果
面接による聞き取り調査から、ボランティア体験の
背景、参加後の感想、子どもとの関係などについてま
とめた(表1)。
1.ボランティア体験について
1 )入学前のボランティア体験
ボランティア体験に関しては、 6割の学生が入学ま
でに、特別養護老人ホームや老人保健施設、障害者施
設など、福祉関係施設において何らかの体験をしてい
たが、 4割の学生は未体験だ、った。しかし体験の有
無により、大山家族のボランティア体験後の感想、や子
どもとの関係などに大きな違いはみられなかった。
2 )大山家族への参加動機
また、大山家族への参加動機が、「高校時代に知り、
参加したいと思っていたJr入学前より興味があった」
「看護婦になるには必要と思ったJr自分が世話になっ
たので、今度は人の役に立ちたい」など明確な学生は
6名であった。その他12名は「何かしてみたかった」
「子どもに関心があった。子どもが好きJr軽い気持ちJ
などで、サークルの学生の誘いなどが切っ掛けとなり
参加していた。
36 北JI かほる ほか
表1 ボランティア体験
学生 回数 ボラユィティア経験歴 参加動機 参加後の感想 子どもとの関係
l年 中学より興味があった。 子どもが前向きで励まされた。 自分のイメージと全く違って戸
女子
l なし 糖尿病の勉強になった。 惑ったが、次第に馴れた。
いろんな人と接したUミ。
1年
障害者センター掃除 以前より興味があった。 自分も心疾患あるので、前向き 自分から声を掛けないといけな
2 (中学) で励まされた。対人関係が難 いので辛かった。
女子 しかった。
いろいろな人と接したい。
3 
1年
なし
軽い気持ち。 子どもが馴れてくれるか'L、配だ いろいろな子がいて、対応が大
男子 った。良かったけれとキ疲れた。 変だ、った。
1-'tf-
中~高で数回: 自分が今世度話はになった 苦しいこともあったが、自分が 泣いて大変だったが、別れる
4 地域の清掃活動 ので、 人の役に 成長したと感じることができた。 際「迷惑をかけてごめんなさいj
女子 立ちたし、。 と言ってくれ、分かつてくれたと
感じた。
l年 子どもが好き、少しでも 心身共に疲れたが良かった、 楽しんでいる子ともの笑顔を見
5 
女子
2~3 回 辛さが分かればよし言。 相手の気持ちを分かるようにな て楽しかった。心を閉ざしてい
りたし、。 る子は難しUミ。
1年 子どもと接することが 普通の子ども、担当の子はしっ 楽しかった。
6 
女子
l なし できる。楽しそう。 かりしていて生活に前向きです
ご、い。
7 
l年 l 多数:特別養護老人
子どもと接したかった。 普通の子とほとんどかわらず、 楽しかったが、悪いことをして
女子 ホー ム 元気で病気だと思わなかった。 いる子に強く叱れなかった。
8 
l年 l なし 高校時代に知り、参加
人間関係等、学ぶことが多く良 楽しかった。子どもなりの考え
女子 したいと思っていた。 かった。 方に接して新鮮だった。
1 '年
l回:障害者施設 子どもが好きなので、 充実して楽しかった、子どもを 叱った後のフォロー が難しし、。
9 子どもと接したし、。 叱ることがで、きなかった。 気持ちを読み取るのが難しい。
女子 自分から積極的にかかわりを
持つようにしたい。
l年 子どもが好きなので、 勉強になった。栄養士さん等 あまり心を聞いてくれなかったが、
10 
女子
なし 子どもと接するサーク 他の人の仕事がよくわかった。 他のメンバーの強力でうまくい
ルに入りたかった。 った。文通している。
1年 高校時代に阪神大震 何かしたかった、人と いろいろ反省がいっぱいある。 子とものわがままへの対応に悩
11 
女子
災後の仮設住宅での 接するのは苦手だがチ 子とー もの状態、が把握で尽きなかっ む。子どもに振り因されていた。
世話 ヤレンジの意味もある。 た。 最後にはお互い分かり合えた。
2年
両校時代に障害者施 イ可かを経験してみた 担当の子どもとのかかわりが難 大変だった。担当以外の子ど
12 2 設や老人保健施設な かった。 しくて悩んだ。自分として成長 もとは仲良くできた。子どもは正
女子 ど できた。 直なので一度嫌われると大変
である。
子どもに関'L、あるが接 昨年は担当の子どもがいてもっ 学校でかくしている子も多くどう
2年 っし方がわからない。 と楽しかった。 して現実の厳しさを乗り越える
13 2 なし 看護婦になるのには 子ともの苦手意識は無くなった。 力をつけるか難しい。
女子 必要と思った。 充分なカウンセリングができな
かったと思うこともある。
2年 両校時代に障害児と 高校時代に障害児と 有効な助言ができたか疑問に 昨年は小4の子で、うまく関係
14 
女子
2 遊ぶ 遊んだ時の課題。 ，回u、λノ。 が築けなかった。今年は馴れ
て積極的になれた。
3年
何かボフンテイア活動 参加者全員で全ての行事をや 担当の子とは心を開いて話せ
15 2 なし
をやってみたかった。 り遂げ満足である。 て楽しかったが、男の子との関
女子 もっと新人さんのフォローができ イ系は難しかった。
ればよかった。
16 
3年
3 
高校時代に福祉施設 何かやりたいと思って 参加者と親しくなれた。サ}ク 子どもと一緒になって遊んでい
女子 で いfこ。 ルとして楽しくやっている。 る。
3年
小学校4年の頃から 人と接して楽しいこと 事前の活動にあまり参加できな 毎年、うまく接することができず
17 3 保育園、特別養護老 をしたかった。興味本 かったことが'L、残りだ。 泣いてしまうことがある。
女子 人ホームなど 位。 緊張する。
10回程度
3年 高校時代に老人ホー 自分にできることがあ 体力が大変であるが達成感が 子どもに接することができて楽
18 
女子 3 
ム、デイサー ピスセンタ れば、また、学びとして ある。 しい。カウンセラーの役割は難
広がれば。 しかった。
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3 )サマーキャンプにおける役割と感想
サマーキャンプでの役割は、初回参加者は必ず糖尿
病の子どもの受け持ちとキャンプ運営の何らかの係を
担当する。つまり、 7泊8日という長期間に及ぴ、糖
尿病の子どもと寝食を共にした生活を過ごすのであ
る。
このキャンプ参加後全体を通しての感想、は、「心身
共に疲れたが参加してよかったJi糖尿病や他の人の
仕事が分かり勉強になったJi参加者と親しくなれた」
「登山など企画したことが成功したJi参加者全員で全
ての行事をやり遂げ満足だ」また、 2回以上の参加者
は、「初回参加者へ有効な助言やフォローができたか
疑問に思うjなどであった。
そして、来年の大山家族のキャンプへの参加につい
て、 l名は「気持ちとしては参加したいが、無理かも
しれない」だったが、 17名の学生は「参加したいJと
回答している。
2.学生と子どもの関係
1 )子どもの見方
参加前の子どもの見方は、病児として大山家族に参
加経験のある l名を除き、「病気の子ども」ーや「暗い
イメージJを持っていた。しかし、参加後は「普通の
子どもと変わらず、元気で病気だと思わなかった」
「子どもは子どもなりに考えているJi子どもらしいと
ころを持つ反面、将来への心構えを話すJiしっかり
している子がいてピックリしたJi病気というレッテ
ルを貼るのは間違っているJr病気で人生が制限され
るものではないjなどの見方に変わっていた。
2 )子どもへの関わり方
子どもへの関わり方に関しては、「自分のイメージ
と全く違って戸惑ったが、思1れたJr自分は大人しい
性格なので、自分から声を掛けないといけなかったの
で辛かったJrいろいろな子どもがいて、対応が大変
だったJr子どもは正直なので、一度嫌われると大変
だJr悪いことをしている子を強く叱れなかったJr叱
った後のフォローが難しい」また、 2回以上の参加者
は「昨年はうまく関係が築けなかったが、今年は慣れ
て積極的になれたJrカウンセラーの役割が難しかっ
たJr子どもと一緒になって遊んでいるjなどであっ
た。
3 )子どもとの相互作用の過程
ボランティアとしての学生と子どもとの相互作用の
過程については、「楽しかったJr子どもなりの考えに
接し新鮮だ、ったJi子どもの状態が把握できなかったJ
「あまり心を聞いてくれなかったが、他のメンバーの
協力でうまくいったJr子どもの我がままに振り回さ
れていたが、最後にお互いに分かり合えたJi食事の
度に母親を思い出し、泣いて大変だ、った。しかし、別
れる際『迷惑を掛けてごめんなさい』といってくれ、
分かつてくれたと感じたJi相手の気持ちが分かるよ
うになりたいJr難しい関わりで悩んだが、自分とし
ては成長できたJr苦手意識は無くなったjなどであ
った。
考 察
堀は、発達現象は教育作用の介在などを通してつく
られていくものであり、教育的干渉作用の必要性につ
いて述べている 3)。
そこで、大山家族のサマーキャンプに参加した学生
は、ボ、ランテイアの体験過程を通して、看護職者とし
て必要な発達課題である子どもの見方と関わり方、子
どもとの相互作用の理解についてどの程度習得できた
か、ボランテイア体験の教育効果について考察を加え
た。
1.役割の理解と責任感
参加動機について、大半の学生は糖尿病の子どもに
関しての専門的知識ももたず、子どもとのふれあいを
求め、大山家族というサークルに参加している。そし
て、心身共に疲れるが、参加してよかった点として、
「学生が主体となって、全の行事の企画から考丸、実
施して行くJr参加者は各々の立場で支え合い責任を
果たすjといっている。
つまり、参加した学生はサマーキャンプの過程を通
して、各人の役割を理解し、自分の役割の実施に責任
感を持つと共に、参加者全員で支えあうことの大切さ
を理解できるようになっていることが分かる。さらに、
2回以上の参加者の役割の中には、 1年生の相談係も
あり、新人の参加者のフォローが十分できなかったこ
とを反省しているものもいた。
以上のことから、大山家族におけるボランテイア体
験は、活動の中で自分の役割を理解し、責任感が持て
るようになる教育効果があり、さらに、継続した活動
により、その効果はより高いものとなっていると考え
る。
2.子どもの見方、関わり方
全国身体障害者スポーツ大会にボランティアとじて
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参加した看護学生の体験について、参加前の学生は障
害者に対し、「弱い、かわいそうJr何かしてあげなく
ては」との見方から、参加後は「自分たちと同じ人間
だJr私にできることは何か」に変わったと報告して
いる 4)。
大山家族に参加しボランティア体験をした学生も、
参加前は糖尿病の子どもについての見方は、「病気の
子どもJr暗いイメージJであった。しかし、参加後
は、「病気に不安を持っている子Jr病気のことをよく
理解している子Jrかわいいが、憎らしいところもあ
る子Jrしっかりしている子」など、様々な子どもが
おり、「普通の子どもと同じだJと見方が変わってい
る。
そして、学生は子どもの見方が変わったことで、糖
尿病の子どもに対し、病気のことを意識せず関われる
ようになっていた。また、子どもは一人ひとり個性を
持った人間である。したがって、「悪いことをした時
の叱り方jや「叱った後のフォロー仕方」について悩
み、考えている。そして、子どもと関わるうえで大切
なことは、個々の子どものニードを把握し、子どもの
ニードを尊重したうえでの人間関係の形成であること
が分かるようになっていた。
3.子どもと学生の相互作用
医療の場へ、学生ボランティアを送り出している岩
田は、「ボ、ランティア関係が両者の主体性を育てるJ
と述べている 5)。
学生は子どもじついて、「可愛いだけではなく、憎
らしいところもある。一人ひとり個性を持っており、
その関わりは難しい」といっている。そして、 7泊8
日のキャンプ生活を通し、別れる際、子どもが「迷惑
をかけてごめんなさいJといってくれ、分かつてくれ
たと感じた。また、子どもに振り回されていたが、最
後にお互い分かり合えたなど、 7泊8日の日程の中で
は、いろいろな出来事があったが、最後には子どもと
学生の聞には信頼関係が形成されているO
つまり、学生も子どももお互いの関わり方を模索す
る。その過程では、子どもは自分の担当の学生の反応
を見ながら、悪いことや憎らしいこともする。学生は
悩み、考え、他の参加者のアドバイスも受けながら、
子どもとの信頼関係を形成するために努力する。この
子どもと学生が関わり合う相互作用の過程が、学生も
子どもも発達させると考える。したがって、ボランテ
イア関係は、裸と裸の人聞が出会い、ぶつかり合い、
心を聞き触れ合う相互作用の過程であると考える。
これらのことから、大山家族におけるボランテイア
体験は、学生の①役割の理解と責任感、②子どもの見
方、関わり方、③子どもと学生の相互作用の過程を発
達させる教育効果があることが分かつた。
要約
学生のボランテイア体験がどのような教育効果をも
たらすかについて、大山家族(糖尿病の子どものサマ
ーキャンプ)にボランティアとして参加した、学生18
名の聞き取り調査をした。調査記録から、ボランティ
ア体験における学生の発達に視点をあて、教育効果を
検討した。その結果、①自分の役割を理解し、達成し
ようとする責任感ができた、②糖尿病の子どもの理解
が、病気の子どもから普通の子どもに変わり、普通の
子どもとして関われるようになった、③個々の子ども
への関わりについて、悩み、考え、行動し、反省でき
るようになった、などの発達がみられた。この結果か
ら、大山家族でのボランティア体験は、学生を発達さ
せる教育効果があることが分かつた。
本研究の趣旨に賛同しインタビューにご協力いただ
きました18名の医療技術短期大学部学生の皆様に感謝
致します。
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Summaη7 
This study examined hearings and daily reports of 18 students， who participated in volunteer work at Daisen 
family， a summer camp for diabetic children， tomake sure what educational e妊ectsthose students have on 
the children. As a results， there were some interesting developments: 
(l)Students could improve their responsibility in understanding and achieving their job role. 
(2)Diabetic children also felt healthier by having some relationship with the students. 
(3)Students could worry， consider， act and reflect on their involvement with diabetic children individually. 
After analyzing these results， ithas been conc1uded that volunteer work is effective in improving student's 
education. 
